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は　し　が　き

人間は人間関係の中で生きている．だから人間関係とは人間そのものだとい

える．人間とは何かということは全く分かっていない．それが分かれば誰でも

2（氾歳ぐらいまで生きることができるだろう．人間がよく分からないのだから

人間関係もまた漠然としてつかみどころがないことは当たり前だといえる．

自分の職場の人間関係をどのようにうまくやっていけばよいかということの

ヒントをこのテキストに期待すると失望に終わるだろう．職場と個人との関係

は千差万別であって，ひとつひとつが違うから，その処方箋を書くとするとこ

のテキストのページ数の中にはとても収まりきれないからだ．

このテキストは労務管理コースの中の1課目なので，経営組織の中での人間

関係を学ぶために作成されている．そこで第1に経営内の人間関係を考えてほ

しい．経営ほ行動体であるから，鼠織をつくって目標に向かって行動するので

あって，人間関係はその行動の中で生じてくる．したがって人間関係は経営の

組織と管理ということで条件づけられているのである．それゆえに経営内の人

間関係を学ぶ場合には，経営の組織・管理が人間関係をどのように規制するの

かということを知らなくてはならない．

第2に，経営紅組では多数の人々が業務を分担して仕事をするのだが，その

業務は集まって班，紅，係，課，部と呼ばれる集団をつくっている．兵団の中

の個人ということが人間関係がつくられる原点である．すなわち，経営内の人

間関係は集団と個人との関係であるといわねばならない．そうなると，集団と

個人のどちらを優先させれば経営の組織・管理がうまくいくかという優先度の

選択が第1の点に絡み合って生じてぐる．この選択肢がいわゆる個人主義と集

団主義である．

欧米は個人主盈　日本は集団主義とよくいわれるけれども，この考え方は適

切ではない．欧米の経営理論にも個人主義と集団主義の体系が明らかに存在し



ており・それぞれが別個の流れで延々と発達してきているのである．経営の人

間関係を学ぶためには，このことをしっかりと把盤しておく必要がある．

このテキストは，以上の2つの点を導きの糸として，経営内の人間関係につ

いての基礎的な理論・知識を習得してもらうために作成されている．すなわち，

ここでは基蹄理論の習得が期待されているのである．基礎理論の習得が求めら

れるというと，大部分の人は，「わあ！大変だ！面倒なコースを選んでしま

ったなあ！」と嘆くであろう・その嘆きを少しでもやわらげるために，このテ

キストでは事例をかなり取り入れている．その事例は外国の例なので，これに

よってタ胴の職場などの人間関係に思いを及ぼしてほしいとおもう．

状礎理論の習得が終ったときにほ．おそらく経営に対する見方や自分のまわ

りの人間聞係についての考え九取り組み方が変るだろう．少なくとも以前よ

りは深い見方になっているとおもう・そのことがこのテキストのねらいであっ

て・人間関係についての実践の基礎を養ってほしいとおもう．ここで記述され

るどの理論に関心をもつかは受講者の皆さんの自由である．

さあ，気を取り直して学習を始めよう！

津　田　県　散

ほ　しが　き
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